
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新型コロナ感染拡大防止を考慮し、オンラインでの開催となりました。 

 
 

【日時・会場】 ◇日 時：2022 年 1 月 17 日（月） 10：00～16：00 受付 9：30～ 

◇開催方法：オンラインによるライブ配信（ZOOM ウェビナー） 
※全体討論等において、質疑や意見等が可能です。 

■募集人数・対象  
・ 80 名（先着順） ※定員になり次第しめきります     

・ 建設系 CPD（建設コンサルタンツ協会）単位付与プログラム ※事務局でオンラインによる受講確認の上、証明書を送付します。 

・ 対  象：河川管理者及び事業者、地域住民、学識者、学生等など 

・ 参加費 (無料)   

【主なプログラム】 ＊一部予定，敬称略、※講座等タイトルは一部事務局案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【お申し込み】 ＊メールかファクシミリで、下記内容を事務局までお申し込みください． 

お名前  
※複数名記入可 

 
     ※CPD 受講希望者はお名前の前に○印をご記入ください   

ご所属  
※代表者のみ 

 

連絡先 ※代表者 
(上記所属・自宅・その他) 

○印をつけてください 

 
TEL                FAX        E-MAIL 

【事務局】 NPO 法人全国水環境交流会  

ﾌｧｸｼﾐﾘ 03-5772-1608 E-mail：mizukan@mizukan.or.jp 
℡ 03-3408-2466  

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 1-20-14 神宮村 301 

“いい川”づくり研修会・鹿児島 2021  テーマ：流域治水と今後の多自然川づくり 
 

公益財団法人 河川財団に

よる河川基金の助成を受け

ています。 

10：00  ・開会挨拶・主旨説明                    山道 省三 （NPO 法人全国水環境交流会）                        

10：05  ・話題提供 「鹿児島県の流域治水の取り組みと課題」                鹿児島県河川課 

10：35  ・講座 1  「流域治水と豪雨災害後の川づくり」（40 分）            島谷 幸宏 （九州大学） 

11：15  ・講座 2  「流域治水における県の役割〜滋賀県の事例から〜」（40 分）  

瀧 健太郎（滋賀県立大学） 

11：55   ＜昼食・休憩＞ 

13：00  ・講座 3 「3 次元川づくりの幕開け～河川CIM の活用と展望～」（40 分）  

大槻 順朗（山梨大学）  

13：40  ・講座 4 「大河川の多自然川づくり」 （30 分） 

吉田 邦伸（公益財団法人 リバーフロント研究所・多自然川づくりサポートセンター） 

14：15  ・全体討論 （約 100 分）    

       ※途中休憩 

15：55 閉会 

                         

・主催： ＮＰＯ法人全国水環境交流会 
・共催：鹿児島県、公益財団法人 リバーフロント研究所 
・後援：公益財団法人鹿児島県建設技術センター 

近年、豪雨などによる水害が激甚化、頻発化しているなか、河
川だけでなく流域全体で治水対策を行う「流域治水」の取り組みが
改めて注目されています。 
本研修会は、そうした「流域治水」の考え方と具体的な取り組み

を地域の課題とともに取り上げます。また、河川管理者及び事業
者、地域住民、学識者、学生等広範に参加を呼びかけ議論に参加
してもらうことで、これからの川づくり、地域づくりの方向性を探り、
その共有をめざします。 

あらゆる関係者による川づくりイメージ図（鹿児島県） 
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